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“i9531軍”
は，年の始め数ケ月間，久しぶりrc，親しみある火星を観る時である・火星は去1932年
2月初に太陽と會合してからは，日一日と我が地球に近づきつつあるが，今年に入っ
て，1月22日に獅子座で逆行に韓ずると共に，競直写も10クを越え，愈々野望好期に入
る・5月2日早曉封衝となり，光度一】級，観直径13・ク9・，レグルス星を歴倒しづっ，夜
牛の中天に輝やく・火星の世界は此の頃恰も眞夏の季節で，北極の雪は清え．南極は
白喧々の冬景色を表はす時である・4刀初め火星は順行に移り，其れからは三型ざか
り去る．
　火星が去る頃から，金星が宥の明星として輝やき始める・そして年末になるぼど，
離角は大きく，光りは塘す・途はll月26日に東方の極大離角47。17’といふレコ1ド
の現象を呈し，光度は一4級に登る・其の後，翌々光りは大きくなって，12月の最終
日に一4・4といふ極大光輝を放ちつつ翌1934年目正月を迎へることとなる。
　此の年には，月蝕が一回も無く，．只，金猿日食が二回ある・一は2月24日午後のも
の．他は8月21日間ひる過ぎのものである・何れも我が日本からは縁が無くて，わっ
かに8月のものだけは部分食が九州以西と満鮮方面から見えるに止まる．金環食線は，
2月の揚合，南米チリ國から始まり，アルゼンチンと南大西洋とを横ぎり，アフリカ
の中央を通って，アラビヤのアデン港下りに終る．うζ，8月のものは，エヂプトのナ
イル河口に始まり，シリヤ，ペルシヤ，北インド，ボルネオ等を経て濠洲北部に絡る．
　蝕には恵まれな）・代り，珍らしい掩蔽が二つ三つある・先づ1刀15日早曉にはレグル
スの掩蔽，叉，年末12．月20日には日洩前の西天に金星と土星とが相ついで掩蔽となる．
　今1933年は大ノ・1シェルが，恒星の固有運動の傾向から見て，盈太陽系の宇宙運動
を登見してから正に150年目に當る．即ち，統計天文學の誕生を親ひ，其の成果を學
ぶべき年である・
　此の7，月を以って終る「國際極地観測」の成績や如何？
叉・延びに延びた第四回汎太平洋學術禽議が，果して此の年の春カナダで開かれる
や，否や！？（天文年鑑より）
